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トークセッション



2012
10 .20

COSSS report　  2

　
十
月
二
十
、二
十
一
日
に
中
越
大
震
災
八
周

年
企
画
展
「
立
ち
上
が
る
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
～
復
興
祈
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・

交
流
会
・
中
越
視
察
～
を
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
セ
ン
タ
ー
『
き
お
く
み
ら
い
』
で
開
催
し

た
。
こ
の
企
画
展
は
、
中
越
地
震
か
ら
八
年
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
半
経
過
し
た
現
地
の

現
状
と
“
力
強
く
立
ち
上
が
る
被
災
地
”
を
多

く
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。
こ
の
企
画
展
の
開
催
に
伴
い
十
月
二
十

日
に
「
復
興
祈
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
交
流

会
」
を
実
施
し
、
二
十
三
団
体
、
約
九
十
名
が

参
加
し
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
震
災
前
か
ら
活

動
し
て
い
た
宮
城
県
南
三
陸
町
の
観
光
ガ
イ
ド

サ
ー
ク
ル
汐
風
に
よ
る
、「
語
り
部
」
活
動
や
、

震
災
を
機
に
立
ち
上
が
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
、
地
域
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
宿
泊
所
の
取
組
な
ど
、

地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
取
組
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
同
日
夜
に
開
催
し
た
交
流
会
で
は
、

「
ま
ち
を
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
新
し
い
ま
ち

を
つ
く
る
」
な
ど
中
越
・
東
日
本
の
こ
れ
か
ら

の
“
夢
”
に
つ
い
て
熱
く
語
り
あ
っ
た
。

　
翌
日
に
行
っ
た
中
越
視
察
で
は
、
震
央
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
整
備
プ
ロ
セ
ス
や
中
越
メ
モ

リ
ア
ル
回
廊
見
学
を
行
っ
た
他
、「
震
災
の
記

憶
を
ど
う
伝
え
る
か
」
に
つ
い
て
意
見
交
換

中越大震災８周年企画展
「 立 ち 上 が る 被 災 地
か ら の メ ッ セ ー ジ 」
復興祈念トークセッション ･ 交流会 ･ 中越視察　

そ
れ
ぞ
れ
の
復
興
に
向
け

「
夢
」
語
り
合
う
。

を
実
施
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
八
年
前
、
中
越
大
震
災
か
ら

の
復
興
も“
人
”と“
人
”の
交
流
か
ら
始
ま
っ

た
。平
成
十
九
年
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
地

域
復
興
交
流
会
議
」。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

内
容
・
参
加
団
体
は
変
わ
っ
て
き
た
が
、
人
が

集
ま
り
夢
を
語
り
合
う
場
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
。「
中
越
」・「
東
日
本
」・「
福
島
」
そ

れ
ぞ
れ
復
興
の
段
階
も
、地
域
の
課
題
も
違
う
。

し
か
し
、「
地
域
の
復
興
は
、
人
と
人
が
交
流

に
す
る
こ
と
よ
っ
て
が
人
が
元
気
に
な
り
、
そ

れ
が
ま
ち
の
復
興
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
」
そ

ん
な
事
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
2
日
間
で
あ
っ

た
。
今
後
も
、
中
越
・
東
日
本
の
復
興
を
支
え

る
た
め
の
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
、“
場
”
で
あ
り
、

“
人
”
で
あ
り
た
い
。

　
企
画
展
「
立
ち
上
が
る
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
は
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
開
催
し
て

い
る
。

特集①中越大震災８周年を振り返る
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事
探
し
、自
分
探
し
、貢
献
の
場
探
し)

や
、「
地

方
移
住
の
三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
」(

住
居
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
所
得)

な
ど
日
本
全
体
の
地
方
移
住

の
動
向
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。ま
た
、

「
国
や
県
の
支
援
制
度
」
で
あ
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
や「
地
域
復
興
支
援
員
設
置
制
度
」

に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
宮

城
県
の
被
災
地
で
も
、
復
興
は
人
で
あ
り
、
地

域
資
源
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
も
、
話
題
に
上

が
り
“
担
い
手
”
の
問
題
は
全
国
の
地
方
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
に
も
あ
っ
た
が
、
様
々
な

支
援
制
度
が
あ
る
な
か
、
や
は
り
地
域
づ
く
り

や
復
興
を
支
え
る
の
は
“
人
”
で
あ
り
、
現
場

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
と
共
に

地
域
の
課
題
に
向
き
合
い
、
中
越
・
東
日
本
の

復
興
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
十
月
二
十
三
日
に
中
越
大
震
災
復
興
祈
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
越
発
若
者
を
地
方
に
呼
び
込

め
！
」
～
I
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン
・
定
住
促
進

に
よ
る
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
の
ス
ゝ
メ
～
を

開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
越
、

東
日
本
、
そ
し
て
全
国
の
中
山
間
地
域
の
課
題

で
あ
る
「
人
口
の
自
然
減
少
に
よ
る
担
い
手
不

足
」
の
解
決
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
当
日
は
、
行
政
、
地
域
住
民
、

支
援
団
体
な
ど
約
二
百
名
の
方
が
来
場
し
た
。

　
第
一
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
中
越
復

興
の
歩
み
」
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
し
た

後
に
、
中
越
に
イ
ン
タ
ー
ン
や
移
住
し
て
き
た

若
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
へ
参
加
し
た
動

機
や
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
聞
い

て
お
り
、「
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。」

や
「
人
の
つ
な
が
り
が
強
い
」
な
ど
が
上
げ
ら

れ
た
。

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
若
者
を
地
方
に
呼
び
込
め
！
」
を
テ
ー

マ
に
地
方
移
住
の
魅
力
と
課
題
や
現
在
の
実
施

さ
れ
て
い
る
支
援
制
度
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
七
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト(

※
右
下
の
表
参
照)

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
多
田
夫
婦

か
ら
は
、「
実
際
に
移
住
し
、
生
活
し
て
い
て

感
じ
る
地
域
の
魅
力
や
課
題
」、
小
田
切
氏
か

ら
は
、「
若
者
が
地
方
に
回
帰
す
る
動
機
」(

仕

地
方
か
ら
日
本
を
再
生
す
る
。

2012
10 .23

中越大震災８周年 
復興祈念シンポジウム

「中 越  発  若 者 を
地 方 に 呼 び 込 め ！」

稲垣 文彦
中越防災安全推進機構 
復興デザインセンター

長

泉田　裕彦
新潟県知事

武居　丈二
総務省

地域力創造審議官

小田切　徳美
明治大学農学部

教授

多田　美紀
十日町市

地域おこし実行委員会
直販担当

多田　朋孔
十日町市

地域おこし実行委員会
理事・事務局長

伊藤　和彦
宮城県

震災復興・企画部長

パネリスト
( 上写真順 )
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中
越
大
震
災
の
知
見
と
教
訓
を
未
来
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、「
中
越
メ
モ

リ
ア
ル
回
廊
」は
、昨
年
十
月
二
十
三
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
は
三
つ
の

施
設
と
三
つ
の
公
園
を
拠
点
と
し
、
中
越
全
体

を
ま
る
ご
と
情
報
の
保
管
庫
に
す
る
試
み
で
あ

る
。
被
災
の
爪
痕
、
避
難
所
の
体
験
談
、
復
旧

の
あ
ゆ
み
、
復
興
へ
の
想
い
な
ど
膨
大
な
物
語

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
回
廊
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
担
い
、iPad

で

復
興
の
あ
ゆ
み
に
触
れ
、
中
越
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
も
行
っ
て
い
る
「
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー
き
お
く
み
ら
い
」、
地
震
動
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
や
避
難
所
の
再
現
な
ど
で
中
越
大
震
災

を
疑
似
体
験
、
防
災
知
識
を
再
認
識
す
る
「
お

ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」、
被
災

を
通
し
て
育
ま
れ
た
絆
の
物
語
を
収
集
・
記
録

し
地
域
交
流
の
未
来
を
築
く
「
川
口
き
ず
な

館
」、
そ
し
て
現
在
、
開
館
準
備
中
の
「
や
ま

こ
し
復
興
交
流
館
」
が
あ
る
。

　
ま
た
、
三
つ
の
公
園
に
は
、
震
災
の
爪
痕
と

被
災
者
追
悼
の
場
と
し
て
の
「
妙
見
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
」、
土
砂
ダ
ム
に
よ
る
水
没
家
屋
を

残
し
震
災
復
興
を
伝
え
る
「
木
籠
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
」、
震
源
地
を
保
存
し
た
「
震
央
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
が
あ
る
。

　
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
一
周
年
を
む
か
え
た

今
号
で
は
各
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の
代
表
者
よ
り

震
災
の
記
憶
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
。

一
年
の
振
り
返
り
と
今
後
の
抱
負
を
お
伝
え
す

る
。

デ
ー
タ
で
見
る
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊

特集② - 中越メモリアル回廊１周年 -     

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

【累計】来館者数 7,25 13,5 16,4 18,5 20,5 23,7 26,6 31,3 36,0 41,0 46,6 51,6

【月度】来館者数 7,25 6,34 2,83 2,16 1,96 3,19 2,92 4,67 4,67 4,96 5685 4991
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館
者
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

【累計】川口 3,346 4,591 5,211 5,418 5,714 6,252 6,525 7,533 8,574 9,568 10,517 11,432

【累計】小千谷 1,780 4,219 4,851 5,410 5,914 6,687 7,565 8,833 10,335 12,209 13,651 15,607

【累計】長岡 2,129 4,787 6,365 7,767 8,936 10,821 12,597 14,999 17,131 19,227 22,521 24,641

【月度】長岡 2,129 2,658 1,578 1,402 1,169 1,885 1,776 2,402 2,132 2,096 3,294 2,120

【月度】小千谷 1,780 2,439 632 559 504 773 878 1,268 1,502 1,874 1,442 1,956

【月度】川口 3,346 1,245 620 207 296 538 273 1,008 1,041 994 949 915
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中越メモリアル回廊
【館別・累計・月度】来館者数

（2011 年 10 月～ 2012 年 9 月）

中越メモリアル回廊
【累計・月度】来館者数

（2011 年 10 月～ 2012 年 9 月）

妙見メモリアルパーク木篭メモリアルパーク震央メモリアルパーク
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長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

き
お
く
み
ら
い

お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

そ
な
え
館

　
川
口
き
ず
な
館

研
究
員
　
樋
口
　
勲

　
中
越
大
震
災
の
記
憶
や
記
録
を
伝
え
る
べ

く
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
「
き
お

く
み
ら
い
」
が
平
成
二
十
三
年
十
月
に
長
岡
市

大
手
通
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の
学
校

の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
先
生
と
の
ご
相

談
の
も
と
、
多
様
な
学
習
を
進
め
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
中
越
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
水
害
、雪
害
、

津
波
な
ど
の
自
然
災
害
は
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
学
び
、

社
会
の
一
員
と
し
て
防
災
や
復
興
支
援
を
考
え

る
た
め
の
重
要
な
教
材
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
す
る
中
、
学

校
単
独
で
防
災
教
育
や
地
域
教
育
を
展
開
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
展

開
す
る
方
法
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
と
考
え
ら

る
。

　
教
育
現
場
に
お
け
る
私
た
ち
の
役
割
は
、
学

校
と
地
域
を
繋
ぎ
、
共
助
の
精
神
を
育
む
機
会

を
生
み
出
す
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
地
域
を
学

び
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
防

災
や
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る
、
そ
う
い
っ
た

人
材
を
今
か
ら
育
成
す
る
こ
と
が
次
代
の
人
材

育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
松
本
　
勝
男

　
中
越
大
震
災
の
体
験
を
活
か
し
た
防
災
学
習

拠
点
と
し
て
開
館
し
た
そ
な
え
館
は
丸
一
年
で

一
万
八
千
人
弱
の
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
。
当
初
は
市
民
を
は
じ
め
と
し
た
一
般

来
館
者
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
団
体
で
の

来
館
者
が
累
計
で
五
割
を
超
え
、
こ
の
二
ヶ
月

間
は
団
体
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い

る
。
そ
な
え
館
の
「
売
り
」
の
ひ
と
つ
が
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
（
説
明
員
）
に
よ
る
団
体
種
別
で
の

館
内
案
内
で
あ
る
。
予
約
時
に
来
館
目
的
な
ど

を
聞
き
取
り
、
館
内
で
の
解
説
内
容
を
事
前
に

調
査
・
準
備
し
、
案
内
中
に
会
話
形
式
で
の
防

災
ク
イ
ズ
や
震
災
の
教
訓
を
ち
り
ば
め
た
行
程

を
組
む
。
さ
ら
に
、
要
望
に
よ
っ
て
は
地
元
語

り
部
に
よ
る
講
話
や
独
自
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
満
足

度
は
高
く
、、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
で
来
館
さ
れ
た
方
が
関
係
者
を
連
れ
、
再
度

研
修
の
場
と
し
て
訪
れ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
来
館
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
研
鑚

を
重
ね
、
多
く
の
防
災
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
熟
成
を
図
り
、「
楽
し
く
学
ん
で
そ
な
え
ま

し
ょ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
相
応
し
、
学

び
の
場
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
赤
塚
　
雅
之

　
き
ず
な
館
は
開
館
以
来
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
域
の
各
種
自
治
体
、
防
災
会
な
ど
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
積
極
的
に
図
っ
て
き
た
。
同
時

に
、
川
口
地
域
の
有
志
を
募
り
、
福
島
県
か
ら

新
潟
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
避
難
所
出

張
ま
か
な
い
事
業
、
避
難
住
民
の
皆
さ
ん
を
き

ず
な
館
へ
招
待
す
る
な
ど
の
交
流
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
特
に
、
中
越
地
震
か
ら
の
復
興

を
祈
念
し
た
川
口
を
舞
台
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

「Song of the Earth(SO
TE)

」
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
設
営
段
階
か
ら
事
業
協
力
を

行
い
、
三
千
三
百
十
九
名
の
来
館
者
を
記
録
し

た
。
き
ず
な
館
の
壁
面
に
は
、
こ
こ
を
訪
れ
交

流
し
た
皆
さ
ん
の
手
に
よ
る
「
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」
が
あ
り
、
そ
の
ボ
ー
ド
に
来

館
さ
れ
た
方
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
追
記
し
て
い
く

な
ど
、
き
ず
な
館
を
通
し
て
の
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
川
口
住
民
の
皆
さ
ん
、
中
越
地
震
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
川
口
を
支
援
し
て
く

れ
た
皆
さ
ん
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
皆

さ
ん
、
長
野
北
部
地
震
の
被
災
地
の
皆
さ
ん
な

ど
、
多
く
の
人
々
が
集
い
、
き
ず
な
館
を
ス

テ
ー
ジ
と
し
た
交
流
の
輪
を
継
続
的
に
築
き
広

げ
る
、
そ
ん
な
き
ず
な
館
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

東日本大震災被災地から多くの方々が視察に団体名 県 市町村
3月11日を
わすれないためにセンター 宮城県 仙台市

南三陸町立戸倉中学校3年生 宮城県 南三陸町

東松島市役所 宮城県 東松島市

震災復興・企画部地域振興支援課 宮城県 仙台市

東北厚生局企画調整課復興支援室 宮城県 仙台市

仙台市議会 宮城県 仙台市

気仙沼市議会産業経済常任委員会 宮城県 気仙沼市

宮城県震災復興企画部 宮城県 仙台市

福島県庁 福島県 福島市

福島県浪江町民（語り部） 福島県 浪江町

葛尾村地域支え合いセンター 福島県 三春町

南相馬市議会 福島県 南相馬市

団体名 県 市町村

新地町民生児童委員協議会 福島県 相馬郡

会津美里町議会 防災特別委員会 福島県 大沼郡

須賀川市議会 福島県 須賀川市

郡山市役所まちづくり政策課 福島県 郡山市

三和地区行政嘱託員協議会 福島県 いわき市

地域再生のための住民力アップ講座 福島県 郡山市

大槌町議会 岩手県 上閉伊郡

陸前高田市長洞地区の皆様 岩手県 陸前高田市

釜石市中越大震災復興事例視察研修
会 岩手県 釜石市

大船渡市三陸町崎浜地区復興会議 岩手県 大船渡市

陸前高田市の皆様 岩手県 陸前高田市

3県連携復興センター 広域

対象期間 団体数・地域 視察人数 視察目的・所属団体

長岡震災
アーカイブ
センター
きおくみらい

平成23年10月
～

平成24年9月
37団体 376名

・復興支援員制度
・復興計画(復興状況)
・市町村議会
・国の機関
・宮城県/岩手県/福島県
・地方自治体

おぢや震災
ミュージアム
そなえ館

平成23年10月
～

平成24年9月
20団体 312名

・集団移転(手法・制度)
・復興住宅(公営住宅)
・市町村議会
・自治会/町内会

川口きずな館
平成23年10月

～
平成24年9月

5団体 124名
・復興状況
・集団移転(手法・制度)
・地域コミュニティ再生
・住民有志

山古志地区
※やまこし復興交流
館については未整備。
機構を通じての視察

平成23年10月
～

平成24年9月
23団体 237名

・集団移転(手法・制度)
・地域コミュニティ再生
・復興住宅(公営住宅)
・公共交通(クローバーバ
ス)
・岩手県/宮城県/福島県
・地方自治体
・市町村議会



　長岡に来る前に、最初に
避難したのは仙台のホテル。
一日におにぎり三個しか配
給されず、ガソリンは整理
券を発行されただけ。
これでは長期生活は無理だ
と思い、南相馬市が用意し
たバスに乗り込み、行き先
も告げられずに到着した先
が長岡でした。その夏に初
めて山古志と青葉台の交流
会に参加し、その時の“人
と人”とのつながりが本当
に温かったのを今でも覚え
ています。長岡に来て、た
くさんのいろんな人たちに
に応援してもらいました。

「支援」というより「応援」。
中越地震を経験し、苦労し
た皆さんの「応援」だから
こそ、我々と一心同体なの
だと感じることができます。
それがとても嬉しい。
　中越地震から 8 年経って
いますが、山古志と青葉台
の人たちの交流はいまだに
続いていて、絆があること
に感動しています。人は一
人では生きていけない。人
の支えが、力強さや勇気を
与えてくれるのだと、長岡
に来てあらためて感じてい
ます。

シリーズ

人と人

吉田 茂
福島県南相馬市出身。

東日本大震災の影響によ
り、2011 年 7 月 に 長
岡市青葉台へ移住。趣味
は料理。長岡市川崎にあ
る避難者交流拠点「まわ
らんしょ」で毎週料理を
ふるまうのが楽しみの一つ。

畔上 純一郎
長岡市青葉台在住。

「青葉台山古志応援団」
を結成、中越地震で避
難した山古志の人々を支
援。現在は福島からの避
難者支援も行っている。
青葉台 3 丁目自主防災会

役員。
中越市民防災安全士会会長。
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　震災の規模は違いますが、
中越地震の際、青葉台に避
難していた山古志の人たち
を支援した経験があったの
で、東日本大震災で被災さ
れた方々が青葉台にも住ん
でいることを知り、何か役
立つことがあるんじゃない
かと思いました。山古志の
人たちはコミュニティ単位
で避難をしましたが、福島
の人たちはバラバラに避難
して生活しています。田植
えや稲刈りなどの協働作業
を通して、知らない人同士
でも交流を深めてほしいと
思い、そのためのきっかけ
づくりをしたにすぎません。

「支援している」ということ
を意識せずに、自分たちに
とって楽しいことをした結
果、山古志の人たちにも福
島の人たちにも喜んでもら
えたのかもしれません。普
段から地域のみんなで地域
をつくっていく、みんなが
できることをやっていく、
ということを心がけていま
す。支援することによって、
青葉台の地域の人たちの結
束力も強くなりました。支
援は“人と人”との結びつき、
なんですね。

「
つ
な
が
り
を
チ
カ
ラ
へ
」
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「震災遺構」　事務局長　山口　壽道

-COSSS リレーエッセイ vol.1-     

　「
東
日
本
大
震
災
の
過
酷
な
現
実
を
ど
こ
ま

で
伝
え
、ど
こ
ま
で
残
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
」

―
―
。
中
越
に
視
察
に
訪
れ
た
一
人
の
男
性
が

問
い
か
け
て
き
た
。
彼
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
様
々
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
と
日
々

向
き
合
っ
て
い
る
自
治
体
の
職
員
だ
っ
た
。
し

か
も
、
彼
は
こ
の
大
震
災
で
二
人
の
ご
家
族
を

失
っ
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
半
の

歳
月
が
流
れ
て
い
る
今
日
、
被
災
地
域
の
復
興

を
推
し
進
め
る
う
え
で
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

が
「
震
災
遺
構
」
の
取
り
扱
い
に
は
苦
慮
し
て

い
る
と
彼
は
訴
え
る
よ
う
に
言
う
。
悲
痛
な
叫

び
に
聞
こ
え
た
。
し
か
し
彼
は
一
方
で
、
こ
の

問
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
も
、
避
け
て
通
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
自
覚
し
て
い
た
。

　
今
、
東
北
の
各
地
で
被
害
を
受
け
た
建
物
や

建
造
物
を
保
存
し
、
後
世
に
記
録
と
し
て
残
そ

う
と
す
る
動
き
が
あ
る
一
方
で
、
震
災
遺
構
が

「
観
光
資
源
化
」
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
声
も
大
き
い
。
東
日
本
大
震
災
で

身
内
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
方
々
に
と
っ
て

は
、無
残
な
津
波
被
害
の
跡
を
人
為
的
に
残
し
、

ず
っ
と
見
続
け
て
い
く
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ

と
だ
と
す
る
意
見
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
な
の
に
、

ど
う
し
て
「
震
災
遺
構
」
な
の
か
。
彼
は
こ
う

も
言
う
。「
今
、
私
は
自
分
の
脳
裏
か
ら
、
あ

の
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
こ
と

は
な
い
と
断
言
で
き
る
。
も
し
、
万
が
一
大
津

波
が
再
度
押
し
寄
せ
た
な
ら
、
ど
う
あ
っ
て
も

残
さ
れ
た
家
族
を
高
台
に
逃
が
し
、
一
人
の
命

も
失
う
こ
と
は
し
な
い
」「
だ
が
、
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
私
の
孫
が
、
私
た
ち
の
子
孫
が

大
津
波
か
ら
逃
げ
切
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
。
彼
ら
に
は
、
あ
の
恐
ろ
し
い
体
験
も
記
憶

も
な
い
の
だ
か
ら
」

　
中
越
大
震
災
の
現
場
に
は
、「
震
災
遺
構
」

と
し
て
、
三
つ
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。一
つ
は「
震
央
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク(

は
じ
ま
り
の
公
園)

」
で
、
地
下
十
三
キ

ロ
の
震
源
地
の
上
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
「
木
籠
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク(

記
憶

の
公
園)

」
で
、
山
古
志
の
地
に
あ
る
。
こ
こ

は
、
大
規
模
な
土
砂
崩
落
に
よ
っ
て
河
川(

芋

川)

が
堰
き
止
め
ら
れ
水
没
し
た
家
屋
を
そ
の

ま
ま
残
し
、
そ
の
惨
状
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

最
後
の
一
つ
は
「
妙
見
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

(

祈
り
の
公
園)

」
で
、
家
族
三
人
が
乗
っ
て

い
た
自
動
車
が
妙
見
地
先
を
通
過
す
る
折
に
大

崩
落
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
二
人
の
尊
い
人
命
を

失
っ
た
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
一
人

の
幼
い
命(

当
時
二
歳
の
男
児)

は
、
九
十
二

時
間
を
経
て
救
出
さ
れ
た
。
人
間
の
生
存
限
界

が
七
十
二
時
間(

三
日)

と
い
わ
れ
て
い
る
な

か
、
こ
の
奇
跡
の
救
出
劇
は
、
私
た
ち
に
多
く

の
教
訓
と
人
間
の
英
知
を
伝
え
て
い
る
。

　「
震
災
遺
構
」
を
考
え
る
と
き
、
中
越
の
現

場
で
は
、
何
を
残
す
か
か
ら
議
論
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
中
越
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
々
へ
の
恩
返
し

と
し
て
、
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
多
く
の

人
々
に
「
何
を
伝
え
る
の
か
」、「
何
を
語
り
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
か
ら
議
論
を
始

め
て
き
た
。
こ
の
議
論
の
過
程
で
は
、
地
域
住

民
を
始
め
多
く
の
人
と
機
関
に
関
わ
っ
て
も

ら
っ
て
き
た
。
結
果
、
本
格
的
な
議
論
か
ら
五

年
余
の
歳
月
を
要
し
て
、
よ
う
や
く
「
災
害
メ

モ
リ
ア
ル
拠
点
整
備
基
本
構
想
」
は
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。「
震
災
の
風
化
を
防
止
し
、
後

世
に
記
録
を
残
す
こ
と
」
が
構
想
の
原
点
で
あ

り
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
確
実
に
訴
え
続
け
る
こ
と

が
、「
震
災
遺
構
」
に
求
め
ら
れ
る
最
大
の
役

割
で
あ
る
。

妙見の地には、当時の道路・自動車が今も残されている。



長岡震災アーカイブセンター
きおくみらい

【住所】 
〒 940-0062 
新潟県長岡市大手通 2-6
フェニックス大手イースト 2 階

【開館時間】 
〔入館無料〕10:00 ～ 18:00
【休館日】
毎週火曜日 年末年始

【TEL】 
0258-39-5525

【FAX】 
0258-39-5526

【e-mail】
kiokumirai@cosss.jp

【住所】 
〒 947-0026 
新潟県小千谷市上ノ山 4-4-2 
小千谷市民学習センター「楽集館」2 階

【開館時間】
〔入館無料〕9:00 ～ 17:00
【休館日】
毎週水曜日 年末年始

【TEL】
0258-89-7480

【FAX】
0258-89-7485

【e-mail】 
sonae@cosss.jp

おぢや震災ミュージアム
そなえ館

【住所】
〒 949-7503 
新潟県長岡市川口中山 1441 
川口運動公園内

【開館時間】
〔入館無料〕10:00 ～ 17:00
【休館日】 
毎週火曜日 年末年始

【TEL】 
0258-89-3620

【FAX】 
0258-89-3621

【e-mail】
kawaguchi-info@cosss.jp

川口きずな館

【住所】
〒 940-0082 
新潟県長岡市千歳 1-3-85
ながおか市民防災センター 2 階

【開館時間】
〔入館無料〕9:00 ～ 18:00
【休館日】 
年末年始

【TEL】 
0258-36-8141

【FAX】 
0258-86-7789

【e-mail】
info@cosss.jp

ながおか市民防災センター

【住所】 
〒 940-0204 
新潟県長岡市山古志竹沢甲 1377
山の学校 ( 通称ロータリーハウス )

【TEL】 
0258-41-1203

【FAX】 
0258-41-1204

【e-mail】
memorial@cosss.jp

やまこし復興交流館
準備室

施設のご案内

FREE

≪インフォメーション≫

【中越・山の暮らしインターンのブログ始めました。】

 会員募集中！
　当機構では私たちを応援してくれる会員を募集しています。
 　地域防災への取り組みや被災地への支援活動に賛同し、応援いただける会員を募集しています。
 　正会員：年会費５，０００円／年
 　団体賛助会員：１００，０００円／年
 　個人賛助会費：３，０００円／年
 　※申込書は当機構ホームページよりダウンロードできます。詳しくは本部事務局までお問い合わせ下さい。

≪コラム・視点防災≫

【ロックフェスティバルと防災】
　毎年夏に、新潟県南魚沼郡苗場町で開催されている「フジロッ
クフェスティバル‘１２」に今年も参加してきました。今年は幸
運にも３日間とも晴れ。大勢の来場者と相まって、とても熱い３
日間となりました。
　天候に恵まれた今年の開催でしたが、例年であれば３日間の開
催中には必ず雨が降るとも言われるくらい、雨の日となることが
多いイベントです。山間部でもあり、昼夜の寒暖の差、天気の急

　よりみち街道『中越』クラブの活動に賛同し中越地域の美しい
風景や人々の暮らしぶりなどの地域の魅力を多くの方々に知って
もらうためフォトコンテスト入賞作品を使用した「2013 年版中
越地震復興支援カレンダー」を販売をいたします。
１部 1,000 円で中越メモリアル回廊 3 施設（長岡・小千谷・川口）
で販売致します。

　中越の“山の暮らし”を体験するプログラム
「中越・山の暮らしインターン」では、インターン生の日々の活
動をブログで紹介しています。
ぜひご覧ください。
http://chuetsu-intern.blogspot.jp/

【黒条保育園の園児が来ました。】
　黒条保育園 43 名の園児がながおか市民防災センターを訪ねて
来てくれました。防災ダックやボーサイダーの秘密基地を探検し
てもらい、代表者にボーサイダーの認定証を手渡しました。
ながおか市民防災センターでは視察の受け入れを行っています。
お気軽にお問合せ下さい。

【中越地震復興支援カレンダー 2013 販売開始のお知らせ】

社団法人 中越防災安全推進機構 機関誌 <COSSS report>　第１号　2012 年 11 月発行
発行人： 山口壽道　　編集：小柳桂太　関谷央子　日野正基　松井千明　　制作・デザイン：日野正基　
〒 940-0062　新潟県長岡市大手通り 2-6 フェニックス大手イースト２F 長岡震災アーカイブセンタ - きおくみらい内
TEL : ０258-39-5525　FAX:0258-39-5526　
E-mail:info@cosss.jp　http://c-bosai-anzen-kikou.jp/

変などに各自で備えて参加することがマナーとなっています。
　日中の厳しい暑さの一方、雨天時や深夜は体温を奪われ体力を消耗します。これは災害の避難
時に遭遇する状況と共通するものもあります。災害時に満足な場所で過ごせるとは限りません。
家にいれば全く気にならないことでも、外で過ごしてみると意外に自然の厳しさを実感します。
このようなイベントやレジャーをかねて、もしもの時のことを考えたり、備えてみてはいかがで
しょうか。「コレは役に立った、アレが欲しかった」なんて発見があるのでは？　　( 小柳桂太 )
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